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館
小
学
校
・
総
合
体
育
館
等
排
水
設
備
水
洗
化
工
事
費
な
ど

館
小
学
校
・
総
合
体
育
館
等
排
水
設
備
水
洗
化
工
事
費
な
ど

６
７
０
９
万
８
千
円
を
補
正

６
７
０
９
万
８
千
円
を
補
正

　

第
３
回
定
例
会
が
９
月
３
日
招
集
さ
れ
、

補
正
予
算
等
26
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
０
９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
９

億
４
２
６
１
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
道
道
乙
部
厚
沢
部
線
支
障
木
等

撤
去
工
事
費

 

（
５
５
４
万
１
千
円
）

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
構
築
委
託
料
（
地
方
税
務
シ

ス
テ
ム
分
）

 

（
２
４
８
万
４
千
円
）

●
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ

ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

問　

「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
」

に
つ
い
て

答　

昨
年
度
の
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の

交
付
金
で
す
。
館
小
学
校
と
総
合

体
育
館
の
ト
イ
レ
水
洗
化
工
事
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

問　

「
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
推
進

事
業
助
成
金
」
に
つ
い
て

答　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し

た
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
か
ら

の
助
成
金
で
、
三
大
学
と
の
交
流

事
業
、
日
本
ハ
ム
球
団
応
援
事
業
、

婚
活
事
業
に
活
用
し
ま
す
。（
各

事
業
１
０
０
万
円
）

問　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
の
場
合
、
肺
炎
に
よ

る
死
亡
率
が
大
変
高
く
、
今
年
の

10
月
１
日
か
ら
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
予
防
接
種
Ｂ
類
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
該
当
者
が
無
料
で
接
種
で
き

る
よ
う
に
予
算
化
し
、
委
託
す
る

も
の
で
す
。（
65
歳
以
上
、
５
年

に
１
度
の
接
種
）

問　

地
域
発
見
フ
ェ
ア
の
内
容
は

答　

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
東

京
ド
ー
ム
で
11
月
12
日
、
13
日
に

補
正
予
算

一

般

会

計

 

（
４
２
１
万
２
千
円
）

●
鶉
西
３
号
線
排
水
路
改
修
工
事

費 

（
２
４
０
０
万
円
）

●
町
道
維
持
補
修
作
業
委
託
料

 

（
２
０
０
万
円
）

●
館
小
学
校
排
水
設
備
水
洗
化
工

事
費 

（
６
４
７
万
７
千
円
）

　
●
総
合
体
育
館
等
排
水
設
備
水
洗

化
工
事
費 

（
５
５
９
万
６
千
円
）

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）
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国
保
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
１
８
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額

国

保

会

計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

簡
易
水
道
会
計

介
護
保
険
会
計

開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ア
で
、
各
地
の

物
産
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

当
町
か
ら
も
出
品
し
、
販
売
や
地

域
紹
介
、
販
路
拡
大
を
狙
い
ま
す
。

問　

公
営
住
宅
緑
町
Ｂ
団
地
建
設

の
今
後
の
予
定
は

答　

設
計
を
３
月
ま
で
に
発
注
し
、

国
の
補
助
金
が
採
択
さ
れ
し
だ
い

27
年
度
に
建
設
の
見
込
み
で
す
。

６
億
７
０
６
５
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
５
４
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
６
８
１
９
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
修
繕
料
等
６
０
万
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
３
１

５
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
、
所
要
の
基
準
を
定
め
る
た

め
、
次
の
３
条
例
を
制
定
。

●
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

●
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

●
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
木
村
秀
喜
さ
ん
（
富
里
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

●
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
尾
山
君

兆
さ
ん
（
新
町
）
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
札
幌
厚
沢
部
会
総
会

目
的　

意
見
交
換
、
交
流

場
所　

札
幌
市

　

保
険
事
業
勘
定
は
２
６
３
万
２

千
円
を
追
加
し
、
総
額
６
億
４
８

１
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
内
容
は
介
護
保
険
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
等
で
す
。

条　

例

規　

約

報　

告

補
正
予
算

人　

事

議
員
派
遣

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

期
日　

10
月
25
〜
26
日

派
遣
議
員　

中
山
俊
勝

　
　
　
　
　

高
田
一
弥

　
　
　
　
　

松
村
松
雄

問　

館
地
区
憩
い
の
家
チ
ッ
プ
ボ

イ
ラ
ー
の
改
修
に
つ
い
て

答　

今
回
の
工
事
に
よ
り
当
面
は

大
規
模
な
改
修
は
な
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
管
理
を
専
門
業
者
に

委
託
し
、
今
後
は
万
全
な
点
検
を

し
な
が
ら
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
日

額
報
酬
及
び
熊
等
駆
除
捕
獲
報
償

費
の
増
額
理
由
に
つ
い
て

答　

例
年
と
比
べ
、
熊
の
出
没
や

目
撃
情
報
が
多
く
、
そ
の
た
め
捕

獲
頭
数
、
出
動
回
数
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
補
正
で
す
。

●
町
有
地
の
処
分
に
つ
い
て
の
専

決
処
分
の
承
認

●
平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告

●
平
成
25
年
度
公
営
企
業
会
計
に

係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告

10月31日

臨

時

会

　

第
４
回
臨
時
会
が
10
月
31
日
招

集
さ
れ
、
補
正
予
算
等
２
件
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
４
９

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
９

億
６
７
１
０
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

承　

認

一

般

会

計

●
館
地
区
憩
い
の
家
蓄
熱
槽
保
温

断
熱
工
事
費 （
３
９
７
万
５
千
円
）

●
林
業
専
用
道
新
設
工
事
費

 

（
３
５
２
万
７
千
円
）

●
公
営
住
宅
緑
町
Ｂ
団
地
実
施
設

計
委
託
料 

（
４
７
７
万
９
千
円
）

●
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
改

修
工
事
費 （
１
０
５
４
万
１
千
円
）

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

各会計補正予算額一覧表
区分

会計名 補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 6709万8千円 39億4261万6千円

国民健康保険事業特別会計 189万円 6億7065万9千円

後 期 高 齢者医療特別会計 54万6千円 6819万3千円

介護保険事業特別会計 保険事業勘定 263万2千円 6億4810万5千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 60万5千円 1億3152万2千円
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～聞いてみたい、こんなこと～～聞いてみたい、こんなこと～

問　

５
月
の
日
本
創
生
会
議
の
試

算
に
よ
る
と
、
２
０
４
０
年
ま
で

に
全
国
で
８
９
６
自
治
体
が
消
滅
、

道
内
１
４
７
市
町
村
で
20
代
、
30

代
の
女
性
が
半
減
、
当
町
の
人
口

は
２
４
１
２
人
に
な
る
と
い
う
厳

し
い
数
値
が
示
さ
れ
た
。
人
口
減

少
に
よ
り
行
政
対
応
の
変
化
も
想

定
さ
れ
る
が
、
将
来
展
望
と
今
後

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
ま

た
こ
の
試
算
に
つ
い
て
ど
う
受
け

と
め
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　

人
口
減
少
問
題
は
、
全
国
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
の
喫
緊
の
課
題

で
す
。
地
域
の
生
き
残
り
を
か
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
間
で

サ
ー
ビ
ス
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
全
て
に
わ
た
り
地

道
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
今
、
都
市
部
の
若
者
の

31
・
６
％
、
20
代
で
は
38
・
７
％

が
田
舎
へ
の
定
住
を
希
望
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
田
園

回
帰
の
志
向
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
潮
流
を
人

口
拡
大
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

当
町
基
幹
産
業
の
農
業
を
雇
用
の

受
け
皿
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
有

望
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
当
町
で
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
数
名
が
、
農
業
経
営
を

希
望
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
行
政

と
し
て
も
こ
れ
ら
の
方
々
が
定
住

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
と

担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
さ
ら
に

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

人
口
流
入
対
策
と
し
て
公
営
住

宅
の
建
設
、
認
定
こ
ど
も
園
や
総

合
的
な
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も

進
め
、
雇
用
創
出
に
よ
る
社
会
増

対
策
、
結
婚
・
出
産
を
後
押
し
す

る
自
然
増
対
策
を
総
合
的
か
つ
積

極
的
に
検
討
し
、
進
め
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
推
計
を
上
回
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
子
育
て
支
援
、
老
人
福
祉
、

産
業
振
興
面
で
積
極
的
に
対
応
し

て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
公
益
性

を
欠
く
も
の
が
出
れ
ば
見
直
し
を

し
、
過
疎
対
策
と
し
て
成
果
の
期

待
で
き
る
も
の
は
拡
充
を
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
試
算
の
数
字
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
や
構

造
改
革
の
中
で
大
き
く
動
く
も
の

自
然
増
対
策
と
社
会
増
対
策
が

重
要

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
、

当
町
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

渋

田

町

長

山
崎　

孝 

議
員

山崎議員

で
あ
る
の
で
、
心
配
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

問　

人
口
減
少
と
教
育
環
境
の
変

化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

教
育
長
・
副
町
長

　

少
子
化
に
伴
い
ハ
ー
ド
面
の
集

問　①
予
定
期
間
を
終
了
し
た
隊
員
へ

の
対
応
は
。

②
町
民
に
協
力
隊
員
の
活
動
内
容

を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

③
今
後
の
協
力
隊
員
の
採
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答①
農
業
や
福
祉
の
担
い
手
と
し
て

募
集
し
た
の
で
、
で
き
れ
ば
定
住

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
協
力
隊
員
新
聞
を
月
刊
で
配
布

し
、
町
内
行
事
へ
の
参
加
や
、
自

発
的
な
地
域
交
流
会
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

③
地
方
創
成
に
向
け
、
来
年
度
国

か
ら
の
予
算
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

現
在
よ
り
も
増
員
し
て
い
き
た
い
。

再　

質　

問

中
が
必
要
と
な
り
、
学
校
再
編
は

喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
等
も
含
め

十
分
に
検
討
し
、
乳
幼
児
か
ら
小

中
学
生
全
て
に
対
し
地
域
が
し
っ

か
り
と
支
え
、
総
合
的
な
教
育
力

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
転
入

者
も
安
心
で
き
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
て
い
く
一
つ
の
方
策

と
考
え
ま
す
。

制
度
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

渋

田

町

長

中
山
俊
勝 

議
員

中山議員
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問①
局
地
的
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
へ

の
対
応
は
。

②
当
町
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

地
区
毎
の
数
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
危
険
予
測

地
図
）
に
お
い
て
津
波
対
策
は
。

④
住
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
避

難
勧
告
基
準
は
。

⑤
住
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答①
常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
冷
静
な

判
断
と
素
早
い
行
動
が
で
き
る
よ

う
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

②
下
地
区
20
か
所
、
鶉
地
区
１
か

所
、
館
地
区
が
５
か
所
で
す
。

③
当
町
は
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、

策
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
部
地

問①
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
住
む

地
域
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
格
差

が
で
る
の
で
は
。

②
費
用
を
削
減
す
る
た
め
の
民
間

企
業
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
は

可
能
か
。

③
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
要
件
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
は
、
来
年
４
月
以
降
要
介
護
３

以
上
に
限
ら
れ
ま
す
。
町
内
の
人

で
入
所
し
て
い
る
介
護
度
別
の
人

数
は
。

⑤
例
外
的
に
要
介
護
１
、
２
の
方

も
事
情
に
よ
り
入
所
を
認
め
る
と

し
て
い
る
が
、
入
所
要
件
は
。

答①
各
自
治
体
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

変
わ
り
ま
す
が
、
当
町
で
は
現
在

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る

住
民
の
安
心
生
活
確
保
対
策
は

渋

田

町

長

佐
々
木　

宏 

議
員

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
保
険
制
度
の
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行

介
護
保
険
に
つ
い
て渋

田

町

長

加
藤
古
志
男 

議
員

佐々木議員

加藤議員

域
が
海
岸
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

近
隣
町
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

④
道
が
示
し
た
基
準
に
沿
っ
て

早
々
に
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑤
当
町
は
渡
島
・
檜
山
管
内
で
唯

一
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
内
会
連
絡
協
議
会
で
体
制

を
整
え
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

平成25年８月18日　大雨災害時

問
①
申
請
期
間
は
。

②
給
付
対
象
者
数
は
。

③
今
ま
で
の
給
付
申
請
者
数
は
。

④
給
付
申
請
に
あ
た
り
、
対
象
者

に
配
慮
し
て
い
る
点
は
。

答
①
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
３
か
月
で
す
。

②
臨
時
福
祉
給
付
金
は
約
１
２
０

０
人
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
は
４
０
０
人
ほ
ど
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

③
臨
時
福
祉
給
付
金
が
２
５
０
件

の
申
請
で
４
０
６
人
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
２
２
６
件

で
３
７
７
人
で
す
。

④
広
報
や
各
戸
配
布
で
の
お
知
ら

せ
の
ほ
か
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
は
児
童
手
当
受
給
者
に

申
請
書
を
送
付
、
ま
た
提
出
時
に

住
民
税
が
非
課
税
の
方
に
は
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
に
な
る
こ
と

を
説
明
し
て
申
請
書
を
渡
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
町
内
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
な
ど
へ
も
通
知
し
て

利
用
者
へ
の
声
が
け
を
実
施
し
て

も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

に
給
付
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
民
間
企
業
と
引
き
続
き
委
託
契

約
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
居
宅
で

の
介
護
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
人
材
確
保
、

発
掘
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
身
体
介
護
や
機
能
訓
練
が
必
要

な
方
で
、
本
人
や
家
族
の
希
望
に

沿
う
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
作
成
し
、
町
が

決
定
し
ま
す
。

④
要
介
護
１　

５
名
、
要
介
護
２

　

14
名
、
要
介
護
３　

11
名
、
要

介
護
４　

24
名
、
要
介
護
５　

17

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る
入
所
要

件
は
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
等
で
安
定
し
た
生
活
が
困
難
、

家
族
等
の
虐
待
で
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
、
認
知
症
高
齢
者
で
常

時
の
介
護
が
必
要
な
ど
の
場
合
で
、

町
か
ら
施
設
へ
証
明
書
を
発
行
し

ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
給
付

質問２

臨
時
福
祉
給
付
金
に

つ
い
て
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問　

国
営
相
和
地
区
農
地
開
発
事

業
費
負
担
金
滞
納
者
へ
の
対
応
は

答　

現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
て
最
善
の
策
で
対
応
し
て
お

り
、
債
権
を
放
棄
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
ゆ
い
ま
〜
る
」
の
入
居
者
数
及

び
町
内
か
ら
の
入
居
者
数
に
つ
い

て
。

答　

現
在
入
居
者
20
名
で
、
町
内

か
ら
の
入
居
は
９
名
で
す
。
待
機

者
は
６
名
で
全
員
町
外
の
方
で
す
。

問　

敬
老
福
祉
年
金
受
給
者
数
に

つ
い
て

答　

受
給
者
７
９
８
名
、
支
給
額

１
５
９
６
万
円
で
す
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
日

額
報
酬
、
熊
等
駆
除
捕
獲
報
償
費

の
内
容
及
び
今
後
の
駆
除
対
策
に

つ
い
て

答　

１
日
の
基
本
報
酬
は
５
０
０

０
円
、
半
日
２
５
０
０
円
で
す
。

捕
獲
に
よ
る
報
償
金
額
は
、
熊
１

０
０
㎏
未
満
で
２
５
０
０
０
円
、

１
０
０
㎏
以
上
が
３
０
０
０
０
円
、

鹿
は
１
頭
１
０
０
０
０
円
で
す
。

今
後
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
等
を
貸

出
し
、
冬
期
間
の
捕
獲
体
制
を
強

化
、
ま
た
報
償
費
の
増
額
等
に
つ

い
て
は
各
町
の
動
向
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

道
の
駅
「
あ
っ
さ
ぶ
」
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
後
の
実
績
は

答　

前
年
対
比
で
入
館
者
数
は
３

７
０
５
人
増
で
、
売
上
金
額
も
８

０
４
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

問　

レ
ク
の
森
を
活
用
し
た
体
験

的
野
外
活
動
に
つ
い
て

答　

毎
年
各
学
校
か
ら
依
頼
を
受

け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

見
本
林
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問　

館
城
跡
公
園
管
理
の
今
後
に

つ
い
て

答　

現
在
、
保
存
整
備
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
城
跡
を

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
基
本
計
画
を
練
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
事

業
に
お
け
る
設
置
戸
数
及
び
今
後

の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

答　

今
年
度
ま
で
の
補
助
事
業
と

し
て
合
併
浄
化
槽
２
９
８
基
を
設

置
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
ま
た

５
か
年
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

水
道
使
用
量
に
お
け
る
江
差

地
区
分
に
つ
い
て

答　

水
道
料
金
は
１
７
０
万
９
１

６
０
円
、
使
用
量
は
９
８
７
３
立

米
で
、
割
合
は
２
．
６
％
で
す
。

簡
易
水
道
会
計

一

般

会

計

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

平成25年度　厚沢部町各会計決算
区分

会計名
歳　入（収　入） 歳　出（支　出） 差　引　残　額

一 般 会 計 59億6910万5388円 58億2955万2850円 1億3955万2538円

国民健康保険事業特別会計 6億6278万1255円 6億4752万342円 1526万913円

後期高齢者医療特別会計 5835万4046円 5818万8140円 16万5906円

介 護 保 険

事 　 　 業

特 別 会 計

保 険 事

業 勘 定
5億6351万9479円 5億5857万8808円 494万671円

介護サービス

事 業 勘 定
185万908円 185万908円  0円

簡易水道事業特別会計 8774万7582円 8551万748円 223万6834円

農業集落排水事業特別会計 1億1753万7580円 1億1702万4228円 51万3352円

国民健康保

険病院事業

特 別 会 計

収益的収入

及 び 支 出
4億4346万6536円 4億4326万1259円 20万5277円

資本的収入

及 び 支 出
2753万6222円 2753万6222円 0円

　第３回定例会で意見書４件を原案どお
り可決し、関係省庁に提出しました。
   （内容省略）
● 2015年度（介護・子ども）の充実・強
化を求める意見書
　提出先　内閣総理大臣、厚生労働大臣
● 「手話言語法（仮称）」の制定を求め
る意見書
　提出先　 衆議院議長、参議院議長、内

閣総理大臣、文部科学大臣、
厚生労働大臣

● 林業・木材産業の成長産業化に向けた
施策の充実・強化を求める意見書
　提出先　 衆議院議長、参議院議長、内

閣総理大臣、財務大臣、総務
大臣、文部科学大臣、農林水
産大臣、経済産業大臣、国土
交通大臣、環境大臣、復興大
臣

● 集団的自衛権に関する憲法解釈の変更
に反対する意見書
　提出先　 衆議院議長、参議院議長、内

閣総理大臣、防衛大臣

意見書を提出しました
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各会計決算審査意見書（抜粋）

　町税、国保税、介護保険料は依然として未納が発生してい

る状況であるが、町税及び国保税については、従来からの滞

納整理機構への引継ぎ等に加え、必要に応じ町職員で資産調

査や差押えを実施した結果、徴収率は町税が同率、国保税は

わずかながら向上したものの介護保険料は落ち込んでいる。

　各種負担金等の収納状況は、奨学資金貸付金償還金、公営

住宅使用料、上下水道使用料等の未納も発生しており、長期

化しているものもあり、早急に対策を講じるべきである。特

に、国営相和地区農地開発事業負担金は平成25年度末の未

納額が、271,324,081円となっており、差押え等で7,030,126

円の収入実績があったものの、個人で多額の未納額を抱えて

いるケースが見られる。未納が解消されない場合、将来的に

は債権放棄せざるを得ない懸念もあるが、町の今後の対応と

しては、差押え等の強制的な徴収や不動産物件の競売も視野

に対策を講じるとのことである。なお、保育料及び住宅使用

料については継続した未納解消への取組の結果、収入未済額

は減少している。

　平成25年度決算状況においては、決算額は種子馬鈴薯選

別施設事業等の実施により前年度決算額を上回っているが、

積立金現在高は約40億円台を維持し、北海道市町村備荒資

金組合の現在高は約1,206,618千円と健全財政の維持が図ら

れている。また、予算規模のみならずその実施内容について

着目すると、補助金等を活用し町財政の負担を最小限に抑え

た中でインフラ整備を行うとともに、経済活動の活性化に資

する事業が選択されている。

　産業・福祉・教育など広く住民生活に密着するサービスの

水準を維持・継続し、さらに行政サービスを向上させるため、

より一層、経済性・効率性・効果性を高めた自治体経営を行

い、さらには町内の経済活動の活性化に資するとともに、健

全な財政運営を堅持することを望み審査意見とする。

国民健康保険病院事業特別会計
決算審査意見書（抜粋）

　公的医療機関の果たすべき大きな役割は、地域におい

て提供されることが必要な医療のうち、採算性等の面か

ら民間医療機関による提供が困難な医療を提供すること

にある。

　平成25年度決算は、医師を3名体制としたことで、入

院患者数が増加し病院の経営状況が回復傾向に転じ、医

業損失は昨年度と比較して減少している。

　経営効率化のため、医療事務専門会社への一部業務委

託、看護師の確保などに順次取り組んでいるが、病床数

の見直しとそれに伴う病床利用率の改善などは未着手で

あり、今後の患者数の推移や不採算の公立病院に対する

交付税算定の基準等を踏まえ、今後さらなる経営改革が

必要となる。

　今後、厚沢部町国民健康保険病院が公立病院として果

たす役割として、民間による医療提供が困難な山間へき

地・過疎地等における一般医療、救急などの不採算部門

に関わる医療の提供を継続することは必要不可欠であ

る。

　平成26年度は、常勤医が１人減少し、医師２人での

診療体制がスタートしたことが、経営状況にどの程度影

響するか懸念されるが、総合診療の実施で一次医療とし

ての役割を十分に発揮されることを期待する。

　今後とも地域に密着した医療機関として町民の健康を

守り、保健・医療・福祉の関係機関との連携を更に密に

するとともに、職員が一丸となり充実した地域の医療機

関として住民のニーズに応じた医療サービスの提供を継

続することを望み審査意見とする。

厚沢部町代表監査委員　進　藤　貞　夫

厚 沢 部 町 監 査 委 員　山　崎　　　孝

　
　

第
１
回
調
査
日　

８
月
11
日

１
．
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
（
現
地
調
査
）

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
状

況
等
に
つ
い
て
資
料
説
明
を
受
け
、

施
設
や
設
備
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
現
地
確
認
を
行
っ
た
。

　

施
設
や
設
備
の
環
境
は
良
好
で

あ
る
が
、
利
用
客
の
増
加
に
向
け

て
は
集
客
対
策
へ
の
工
夫
が
必
要

で
、
年
間
を
通
じ
て
一
定
数
の
集

客
が
見
込
ま
れ
る
「
道
の
駅
あ
っ

さ
ぶ
」
や
「
う
ず
ら
温
泉
」
を
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
に
取
組
む
等
、
再
度
、

重
点
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
利
用
客
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
対
応
を
検
討

す
る
な
ど
、
利
用
す
る
側
の
意
向

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
取
組

み
も
必
要
と
思
わ
れ
た
。

　

利
用
客
の
主
と
な
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
獲
得
に
向
け
て
、「
子

ど
も
達
が
遊
べ
る
・
子
ど
も
達
が

魅
力
に
感
じ
る
」
こ
と
に
着
眼
し

た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

キ
ャ
ン
プ
場
に
新
た
な
魅
力
を
付

加
す
る
こ
と
も
利
用
促
進
方
策
の

一
つ
と
考
え
る
。

２
．
太
鼓
山
公
園
及
び
太
鼓
山
ス

キ
ー
場
の
整
備
状
況
と
学
校
に
お

け
る
ス
キ
ー
指
導
の
実
態
に
つ
い

て
（
現
地
調
査
を
含
む
）

　

太
鼓
山
公
園
内
の
状
況
に
つ
い

て
、
現
地
確
認
を
行
っ
た
。
公
園

内
の
桜
樹
木
に
つ
い
て
は
老
木
が

目
立
ち
、
早
急
に
間
引
き
が
必
要

な
状
況
と
判
断
さ
れ
た
。

　

太
鼓
山
ス
キ
ー
場
は
、
近
年
の

気
象
条
件
に
よ
る
雪
不
足
や
風
に

よ
る
着
雪
不
足
の
た
め
未
開
設
の

年
も
あ
り
、
開
設
し
た
年
で
も
過

去
12
年
間
の
開
設
日
数
は
平
均
25

日
間
と
１
か
月
に
満
た
な
い
状
況

に
あ
る
。
現
在
利
用
し
て
い
る
ゲ

レ
ン
デ
の
左
側
斜
面
は
、
雪
が
着

き
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら

整
地
し
て
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
利
用

し
、
ロ
ー
プ
ト
ウ
は
中
央
に
移
設

す
る
な
ど
の
根
本
的
な
環
境
整
備

の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

　

併
せ
て
、
各
小
・
中
学
校
に
お

け
る
ス
キ
ー
学
習
及
び
ス
キ
ー
団

委
員
会
活
動

委
員
会
活
動

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
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今
年
は
天
候
も
よ
く
、
農
作
物
も

順
調
に
生
育
し
期
待
で
き
る
と
聞
い

て
い
ま
し
た
。
主
要
作
物
の
馬
鈴
薯

等
は
、
平
年
並
み
で
、
米
の
収
穫
で

は
、
ア
オ
米
が
昨
年
よ
り
も
多
く
収

量
も
１
俵
程
少
な
い
。
ま
た
、
金
額

も
２
０
０
０
円
（
60
㎏
当
た
り
）
前

後
安
い
。

　

全
道
の
当
初
統
計
調
査
発
表
指
数

は
１
０
８
で
、
最
終
調
査
で
１
０
７

に
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
道
南
地
区

の
指
数
は
そ
の
ま
ま
で
修
正
さ
れ
て

い
な
い
。
収
量
も
価
格
も
昨
年
度
よ

り
も
落
ち
込
む
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
作
況
指
数
の
修
正
が
な
か
っ
た
の

か
、
個
人
的
に
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ

で
、
作
況
指
数
が
１
変
わ
る
だ
け
で

市
場
相
場
も
大
き
く
動
き
、
生
産
者

へ
の
負
担
も
大
き
い
の
で
は
。

　

新
年
度
で
は
品
質
、
収
量
、
価
格

が
良
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

（
し
）

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

高
田　

一
弥

　
　

副
委
員
長　

浜
塚　

久
好

　
　

委　
　

員　

松
村　

松
雄

　
　

委　
　

員　

下
川
部
洋
伸

体
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
資
料
に

よ
る
説
明
を
受
け
た
。
富
里
ス

キ
ー
場
の
ロ
ー
プ
ト
ウ
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
近
い
将
来
は
更
新

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
太
鼓
山
ス
キ
ー
場

を
町
内
全
地
区
の
ス
キ
ー
愛
好
者

が
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
し
、
着

雪
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
重

要
性
は
高
い
と
思
わ
れ
た
。

３
．
旧
滝
野
小
学
校
の
利
用
実
態

に
つ
い
て
（
現
地
調
査
）

　

旧
滝
野
小
学
校
の
利
用
実
態
に

つ
い
て
現
地
確
認
を
行
っ
た
。

　

現
状
は
イ
ベ
ン
ト
用
具
や
農
具

等
の
保
管
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
建
物
の
構
造
も
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
今
後
、
利
用
希

望
者
に
貸
付
け
す
る
な
ど
の
活
用

対
策
も
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
、

保
管
さ
れ
て
い
る
物
品
の
中
に
は
、

今
後
の
活
用
が
難
し
い
物
も
見
受

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
保
管
物
品

の
整
理
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
活
用
に
向
け
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
含
め
た
校
舎
周
辺
を
良

好
な
環
境
と
し
て
維
持
す
る
た
め
、

定
期
的
な
草
刈
り
を
行
う
な
ど
の

管
理
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

第
１
回
調
査
日　

７
月
10
日

○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委員会活動状況

月日 委　員　会　名
出　席
委員数

活　動　内　容

９

５ 議会運営委員会 ４名 第３回定例会について

８ 議会改革推進特別委員会 11名 議会改革に関する調査・研究

８ 総務文教常任委員会 ５名 所管事務調査について

８ 産業厚生常任委員会 ５名 所管事務調査について

10

14 議会改革推進特別委員会 11名 議会改革に関する調査・研究

14 議会広報編集特別委員会 ４名 広報№81号の編集について

23 総務文教常任委員会 ６名 第２回所管事務調査

31 議会運営委員会 ４名 第４回臨時会について

31 議会広報編集特別委員会 ４名 広報№81号の編集について

11

10 産業厚生常任委員会 ５名 第３回所管事務調査

18 議会広報編集特別委員会 ４名 広報№81号の編集について

20 議会改革推進特別委員会 11名 議会改革に関する調査・研究

25 総務文教常任委員会 ６名 第３回所管事務調査

25 産業厚生常任委員会 ５名 第４回所管事務調査

まちの議会を
　傍聴してみませんか
町政はあなたのために
　次の定例会は１２月８日（月）からです。

手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。

１
．
保
育
所
の
管
理
運
営
及
び
施

設
の
現
状
に
つ
い
て
（
厚
沢
部
・

館
・
鶉
保
育
所
現
地
調
査
）

　

町
内
３
保
育
所
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
資
料
説
明
を
受
け
、
施
設

の
現
況
に
つ
い
て
現
地
確
認
を

行
っ
た
。

　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
７
月
１
日
現
在
、
３
保
育
所
で

入
所
児
童
数
１
０
６
名
、
保
育
士

数
14
名
と
の
説
明
を
受
け
る
。
ま

た
、
保
育
士
の
確
保
が
困
難
な
状

況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
人

材
確
保
へ
の
対
策
が
今
後
の
課
題

と
考
え
る
。
施
設
に
つ
い
て
は
厚

沢
部
保
育
所
が
築
50
年
、
鶉
保
育

所
が
築
41
年
、
館
保
育
所
が
築
44

年
と
各
保
育
所
と
も
非
常
に
老
朽

化
し
て
お
り
、
現
地
調
査
で
修
繕

状
況
は
確
認
し
た
が
、
調
理
室
や

ト
イ
レ
、
手
洗
い
場
等
の
拡
充
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」

の
中
で
将
来
的
な
町
内
保
育
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ

れ
て
い
く
見
通
し
で
あ
り
、
少
子

化
が
進
む
状
況
等
を
勘
案
し
た
運

営
体
制
及
び
施
設
整
備
が
必
要
で

あ
る
。 

町内３保育所を現地調査
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